
アミスルプロム（Amisu［brom）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の追加設定   

経緯   農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴い要請があったもの。   

構造式   
F 

Br   一 
／  2珊）2  

用途   農薬／殺菌剤   

スルファモイルトリアゾール骨格を有する殺菌剤  

作用機構  作用機構は、卵菌類のミトコンドリア内電子伝達系複合体ⅢのQけイトの  

阻害であると考えられている。   

適用作物／適用病害虫等  適用拡大申請；あずき、‘レタス、みようが等／茎疫病、べと病、根茎腐敗病   

我が国の登録状況   大豆、ばれいしょ、トマト、きゆうり等に農薬登録がなされているム   

国際基準は設定されていない。  
諸外国の状況  

諸外国においても残留基準値は設定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0・1mg／kg堕重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠］1年間慢性毒性試験・（イヌ・強制経口投与）   

食品健康影響評価結果  無毒性量10mg／kg体重／day  

安全係数100   

基準値案   
別紙1のとおり－。  

残留の規制対象物質：アミスルプロム（親化合物）のみ。   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADl比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   25．3  

幼小児（1～6歳）   39．5  

妊婦   19．3  

高齢者（65歳以上）   27＿7  

TMDl：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDailyIntake）   

意見聴取の状況   
平成22年2月3日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  アミスルプロム   農薬名  

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成沢   

農産物名  案  現行  基準値  

ppm   ppm   ppm  ppm   pprn  

0．3  ○  大豆   0、3  0．08（‡），0．02   

0、2   申  ′J、豆類  0．02，0．03（＄）   

ばれいしよ   0－05   0．05  ○  く0．01，く0．01／く0．01，く0．01   

申  てんさい   0．18，0．42（‡）   

申  0．3  だいこん類（ラディッシュを含む）の根  く0．01，0．06（‡）   

25  申  だいこん類（ラディッシュを含む）の葉  15．8，17．6   

はくさい  10  申  2．68，4．30  

く0．01，くD．Dl／D．48，  
キャベツ  3  申  0．20／1．48（i），0．28   

ケール  20  申  （きような参照）   

こまつな   15  申  8．68，6．72   

20  申  きような  臥96，11．0（‡）   

チンゲンサイ   20  申 （きような参照）  

〈001／〈001／090／   
ブロッコリー  2  申  0．98（‡）／0．46，0．29   

申  
8．82．2．34（のぎわな）  

その他のあぶらな科野菜  20  （きような参照〉   

10  申  レタス  4．78．2．22   

0．38，0．42（トマト）  

トマト   2  2  ○  ／0＿43，0．66（ミニトマト）   

申  3  ピーマン  0．58，1．07（‡）   

なす  ヰ  0．32（‡），0．14   

0．7  ○  きゆうり   0．7  0．17β．21（＄）   

メロン類果実   0．05  0．05  ○  く0．01，く0．01   

22．4（‡），9．20／5．60，  

ほうれんそう   30  申  2．91／9．04，5．14   

10  申  えだまめ  1＿14，4．28持〉   

申  みかん   0．1  0．02，く0．01（果肉）   

なつみかんの果実全体  2  申  0．78，0．58   

レモン  2  嘩  （なづみかんの果実全体参層）   

2  申  オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  （なつみかんの果実全体参照）   

2  申  グレーフフルーツ  （なつみかんの果実全体参照）   

2  申  ライム  （なつみかんの果実全体参照）   

申  
0．64（すだち）／0．41（かぼす）  

その他のかんきつ類果実  2  （なつみかんの果実全体参照）   

申  いちご   0．05  く0．01，く0．01   

3  ○・申  5  ぶどう  0．36／1．20／2．46（‡）／1．96   

申  その他のスパイス  15  6．6D（軋4．13（みかんの果皮  

7．87．3．09（みようが）  

その他のハープ  20  申  （きような参照）   

（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
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答申（案）－   

アミスルプロム  

（別紙2）   

残留基準値  
食品名  

l⊃l）m   

小豆類注1）   0．2   

てんさい   

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根   0．3   

だいこん類（ラディッシュを含む。）の菓   25   

はくさい   10   

キャベツ   
3   

ケール   20   

こまつな   15   

きような   20   

チンゲンサイ   20   

ブロッコリー   2   

その他のあぶらな科野尭注2）   20   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   10   

ピーマン   3   

なす   

ほうれんそう   30   

えだまめ   10   

みかん   0．1   

なっみかんの果実全体   2   

レモン   2   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   2   

グレーフフルーツ   2   

ライム   2   

その他のかんきつ類果実注3）   2   

いちご   0．05   

ぶどう   5   

その他のスパイス注4）   15   

その他のハーブ注5）   20   

注1）いんげん、ささげ、サルダニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギ  
ア豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズを含む。  

注2）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だい  
こん類の根、だいこん類の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わ  
さび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつ  
な、きような、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ  
以外のものをいう。   

注3）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、み  
かん、なっみかん、なっ声かんの外果皮、なっみかんの果実全  
体、レモン、オレンジ、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外  
のものをいう。   

注4）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさび  
の根茎、にんにく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモンの果皮、  
オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。  

注5）「その他のハープ」とは、ハープのうち、クレソン、にら、パセリ  
の茎、パセリの葉、セロリの茎及びセロリの菓以外のものをいう。  
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トリルフルアニド（To．ylf］uanid）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の追加設定及び暫定的な残留基準の見直し   

経緯   
インポートトレランス制度に基づく基準設定の要請があり、併せてポジテイ  

ブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

鴫C 

構造式   警対ノ準   学 長 
3  

Cl   

用途   農薬／殺菌剤   

フェニルスルファミド系の殺菌剤  

作用機構  SH基阻害剤として、菌の様々な代謝を阻害することにより効果を示すと考  

えられている。   

適用作物／適用病害虫等  インポートトレランス申請；とうがらし、高麗人参／炭痕病、灰色かび病   

我が国の登録状況   農薬登録はない。   

仁果果実類、ぶどう、トマト等に国際基準が設定されている。  

藷外国の状況  
米国においてりんご、トマト等に◆、EUにおいてぶどう、たまねぎ等に、オー  

ストラリアにおいてきゆうり、いちご等に、ニュージーランドにおいてぶどう、  

仁果果実類に基準値が設定されているこ   

許容一日摂取量（ADI）0．036mg／kg体重／da  

食品安全委員会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん畦併合試験（ラット」昆餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量3．6mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  
残留の規制対象物質＝トリルフルアニド（親化合物）のみ。  

なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0．01ppm）が適用される。   

EDI／ADI比は、以下のとおり。  

EDT／ADI比  

（％）  

国民平均   4・  

暴露評価  
幼小児（1～6歳）   10．7  

鱒婦 3．弓  

高齢者（65歳以上）   4．1  

EDI＝推定M日摂取量（EstimatedDaiJyIntake）  

暴軍評価対象物質ニトリルフルアニド（親化合物）及びDMST   

意見聴取の状況   
平成22年2月3日に在京大使館への説胡を実虹  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定。   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  トリ′レフルアニド   農薬名  

とうがらし（乾燥させたもの）   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
※参考基準値のうち、韓国の基準値は、トリルフルアニドとDMSTをトリルフルアニドに換算したものの和となっている  
が、作物残留試験成績欄にはトリルフルアニド本体のみの残留量を記載した。   



答申（案）   

トリルフルアニド  

（別紙2）   

残留基準値  
食品名  

DDm   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   15   

ねぎ（リーキを含む。）   2   

トマト   3   

ピーマン   2   

その他のなす科野菜（注1）   

きゆうり（ガーキンを含む。）   

その他の野菜（注2）   0．05   

りんご   5   

日本なし   5   

西洋なし   5   

マルメロ   5   

びわ   5   

いちご   5   

ラズベリー   
5   

ブラックベリー   
5   

その他のベリー類果実（注3）   0．5   

ぶどう   3   

ホップ   50   

とうがらし（乾燥させたもの）  20   

（注1）「その他のなす科野菜」とは，なす  
科野菜のうち，トマト，ピーマン及びなす以  
外のものをいう。  

（注2）「その他の野菜」とは、野菜のう  
ち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶら  
な科野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科  
野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそ  
う、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟え  
んどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ  
類、スパイス及びハーブ以外のものをいう。  

（注3）「その他のベリー類果実」とは、ベ  
リー類果実のうち、いちご、ラズベリー 
ラックベリー 

、ブ  
、ブルーベリー、クランベリー  

及びハックルベリー以外のものをいう。  
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ブタミホス（Butamifos）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の追加設定及び暫定的な残留基準の見直し   

魚介類への基準設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入時に  
経緯  

設定した基準値の見直しを行うもの。   

H3 

構造式   ？。H。 C2H5‾：：ジ宅．〆、・  
NO2   

用途   農薬／除草剤   

有機リン系除草剤  

作用桟構  
主として生長点に強く作用して、微小管重合阻害により細胞分裂を阻害  

し、生育異常、さらには生育停止を起こして、雑草を枯死させることによリ  

除草効果を発揮するものと考えられている。   

適用作物／適用雑草等   稲、ばれいしょ、はくさいこいちご等／畑地一年生雑童等   

我が国の登録状況   福、ばれいしょ、はくさい、いちご等に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定されていない。  
諸外国の状況  

諸外国においても残留基準値は設定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．008mg／kg体重／da  

食品安全委員会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 0．8mg／kg体重／day  
安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  
残留の規制対象物質：ブタミホス（親化合物）のみ。  

なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0＿01pbm）が適用される。   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   5．8  

幼小児（1～6歳）  10．5  

妊婦   5．0  

高齢者（65蒔以上）   5■2  

TMDI‥理論最大一日摂取量（TheムreticalMaximumDaiIy王ntake）   

平成21年12月8日に在京大使館への説明を実施  

意見聴取の状況  平成22年2月4日～同年4月5日 WTO通報コメント募集中  

パブリックコメント手続き中   

答申案   別紙2のとおり。   

57   



（別紙1）  ブタミホス   

〈0．OD5（軌〈0．005（＃）   

ディッシュを含む。）の菓  

く0．002（軌く0．002（＃）  
く0．001（軌く0．001（＃）／   

く0．005（＃），く0．005（＃）／   

〈0．001（札く0．001（＃）／  

ねぎ（リーキを含む。）   
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農薬名  ブタミホス  （別紙1）  

〈0．001（＃），〈0．001（＃）／  

く0．001（軌く0．OQl（＃）   
〈0．001（札く0．001（＃〉／   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）   答申（案）  

残留基準値  

食品名  
ロロm  

らつかせい  0．02  

さといも類（やつがしらを含む。）  0．02  

かんしよ  0．01  

こんにやくいも  0．02  

はくさい  0．01  

キャベツ  0・02  

ブロッコリー  0．02  

その他のあぶらな科野菜注1）  0・02  

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）  0．01  

たまねぎ  0．02  

ねぎ（リーキを含む。）  0．03  

にんにく  0．01  

にら  0．05  

アスパラガス  0．05  

その他のゆり科野菜注2）  0・05  

にんじん  0．03  

パセリ  0．02  

その他のせり科野菜注3）  0・05  

トマト  0．02  

ピーマン  0．05  

なす  0．02  

その他のなす科野菜注4）  0・05  

きゆうり（ガーキンを含む。）  0．02  

かぼちや（スカッシュを含む。）  0．81  

すいか  0・01  

その他のうり科野菜注5）  0・02  

いちご  

その他のハーブ注7）  

魚介類  0．03   その他の野菜注6）          0・02                      0．05            0・05  

注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶら   
な科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん   
類の葉、かぶ類の根、かぶ類の菓、西洋わさ   
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ   
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ   
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以   
外のものをいう。  

注2）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり村野菜   
のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アス   
パラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをい   

う。   

注3）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜   
のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロ   
リ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものを   

いう。   

注4）「その他のなす科野菜」とは，なす科野   
菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも   
のをいう。  

注5）「その他のうり科野菜」とは、 
うち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、メ   
ロン類果実及びまくわうり以外のものをいう。   

へ．注6）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも   
類」てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、き   
く科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野   
菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オク   
ラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟いんげ   
ん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハーブ   

以外のものをいう。  

注7）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、   
クレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロ   
リの茎及びセロリの葉以外のものをいう。  

※芽キャベツ及びまくわうりについては、現行   
基準が削除される。   
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イブロベンホス（Iprobenfos）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の追加設定及び暫定的な残留基準の見直し   

経緯   
魚介類への基準設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入時に  

設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   山し￥【OCH（CH3，2］2 CH2－S   
用 農薬／殺菌剤、スクミリンゴガイ駆除剤   

有機リン系殺菌剤  

作用機構  
いもち病原菌専のリン脂質合成系を阻害することにより細胞膜を損傷させ  

ることで殺菌効果を示すと考えられている。また、本剤はスクミリンゴガイ  

に対して殺貝効東を示すことが確認されている。   

適用作物／適用病害虫等  稲／いもち病、紋枯病、小粒菌核病、スクミリンゴガイ   

我が国の登録状況   稲に農薬登録がなされている。   

諸外国の状況   
国際奉準は設定されていない。  

諸外国においても残留基準値は設定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．O35mg／kg体重／da  

食品安全委員会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量3．54mg／kg体重／day  

安全係数 

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質ニイブロづンホス（親化合物）のみ。   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   3．5  

幼小児（1～6歳）   5．9  

妊婦   2．9  

高齢者（65歳以上）   3．5  

TMDI：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiJyIntake）   

意見聴取の状況   
平成22年2月3日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  イブロベンホス   

0．007，0．08，0．035（＃）／  
0．130（＃），0．010（＃）／0．042（＃）／  
0．004，0．010，0．012，0．034（‡）／  

平成17年11片29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物残留試験軋試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

1′   



答申（案）   

イブロベンホス  

（別紙2）  

食品名   残留基準値 DDm  米  0．2  魚介類  0．3  
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フルアクリビリム（FIuacrypyrim）  

審議の対象   農薬の食品中の暫定的な残留基準の見直し   

経碍   ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   F。CY守0 ■：   NYN／0 ゝ0、  
70   0   

用途   農薬／翠虫剤（殺ダニ剤）   

各種ハダキに対して殺ダニ活性を示す。  

作用機構  作用機構は、ミトコンドリアにおける電子伝達系酵素複合体Ⅲの阻害亡よ  

る呼吸阻害作用であると推察される。   

適用作物／適用病害虫等  りんご、なし、かんきつ／リンゴハダニ、ミカンハダニ等   

我が国の登録状況   りんご、なし、かんきつに農薬登録がなされている。   

諸外国の状況   
国際基準は設定されていない。  

諸外国においても残留基準値は設定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．059m／kg体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット濁餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量5．9mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  
残留の規制対象物質：フルアケノビリム（親化合物）のみ。  

なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0．01ppm）が適用される 

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   2．7  

幼小児（1～6歳）   9．1  

妊婦   2．3  

高齢者（65歳以上）   2．7  

TMDI：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiIyIntake）   

平成22年2月3日に在京大使館への説明を実施  
意見聴取の状況  

今後、パブリックコメント及びWTO通幸艮手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   
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フルアクリビリム  （別紙1）  農薬名  

（なつみかんの果実全体参照）   

（なつみかんの果実全体参照）   

（なつみかんの果実全体参照）  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＄）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。   



答申（案）   

フルアクリビリム  

（別紙2）   

残留基準値  
食品名  

Ppm   

みかん   0．05   
なっみかんの果実全体   0，5   
レ■モン′   0．5   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．5   
グレープフルーツ   0．5   
ライム   0．5   

その他のかんきっ類果実（注1）   0．5   
りんご   2   

日本なし   2   

西洋なし   2   

その他のスパイス（注2）   5   

（注1）「その他のかんきつ類果実」と  

は、かんきつ類果実わうち、みかん、  
なっみかん、なっみかんの外果皮、  
なっみかんの果実全体、レモン、オレ  
ンジ、グレープフルーツ、ライム及びス  

パイス以外のものをいう。   

（注2）「その他のスパイス」とは、スパイ  

スのうち、西洋わさび、わさびの根茎、  
にんにく、とうがらし、パプリカ、しよう  
が、レモンの果皮、オレンジの果皮、  

ゆずの果皮及びごまの種子以外のも  
のをいう。  
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